
視覚障害者安全つえ

②

障がい福祉係までお問い合わせください。

い、

補聴器、人工内耳（人工内耳用音声信号処理装置の修理に限る）

※世帯の中に市町村民税所得割額が46万円以上の方がいる場合は公費負担の対象外です。
◇詳しくは福祉事務所生活福祉課障がい福祉係までお問い合わせください。

在宅の重度の身体障がい者（児）及び重度の知的障がい者（児）、精神障がい者が自

身 知 精 難
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児 者
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所持者
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※世帯の中に市町村民税所得割額が46万円以上の方がいる場合は公費負担の対象外です。
◇詳しくは福祉事務所生活福祉課障がい福祉係までお問い合わせください。
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（３）重度身体障害者（児）住宅改修費給付      [ 身・知・精・難 ] 

    重度の身体障がい者の日常生活における段差解消や利便性をはかり住環境を

改善し、居室・トイレ・浴室等の一部を障がいに応じ使いやすく改造する場合、

原則1回で20万円を限度に住宅改修費の補助が受けられます。ただし、介護保

険認定者と未就学児は対象となりません。 

    １ 対象者  

      ＊下肢、体幹機能障がい、乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機

能障がいの方（個別等級1級～3級） 

      ＊特殊便器への取替えについては上肢障がい（1・2級）の方 

    ２ 申請に必要なもの  

①申請書 ②改修工事図面 ③改修工事見積書 ④改修前の写真 ⑤印鑑 

      ⑥身体障害者手帳 

    ３ 申請窓口  

      各総合支所 市民課 市民係 

    ４ 改修の範囲  

      段差の解消、滑り防止及び移動の円滑等のため床材の変更、引き戸等への

取替え、手すりの取付け、洋式便器等への取替え、その他前記の改修に付帯

して必要となる住宅改修 

    ５ 費用負担  

      本人または配偶者の課税状況により、1割を負担していただくことになっ

ています。ただし、世帯の所得に応じた上限月額（1 ヵ月あたりの限度額）

があります。生活保護世帯、市町村民税非課税世帯は無料です。基準額を超

えた分は自己負担となります。 

   ◇詳しくは福祉事務所生活福祉課障害福祉係までお問い合わせください。 
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65歳以上の方、未就学児は対象となりません。

※世帯の中に市町村民税所得割額が46万円以上の方がいる場合は公費負担の対象外です。
◇詳しくは福祉事務所生活福祉課障がい福祉係までお問い合わせください。
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身 知 精 難 児 者
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